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１.目的 

住宅の長寿命化が進み、戸建住宅においても、築年の

古いストックが増えている。これらの住宅は、基本性能

に課題がある他、内装・設備等が現在の生活スタイルに

合わなくなっているだけでなく、住み手においても、入

居から数十年が経過し、ライフステージが変化したこと

で、住空間に対するニーズが変化してきている。 
戸建住宅においては、持家が多いため、所有者による

住宅改修等が一定程度行われているが、費用やタイミン

グ等、性能の向上を図るには限界がある。 
そこで、本研究は、低廉なコストで住み手の満足度を

向上させる方策を検討することを目的とし、本報におい

ては、前報*に引き続き、戸建住宅居住者を対象としたア

ンケート調査結果について報告する。 
 

２.調査概要 
 戸建住宅居住者の、住宅の各要素に対するこだわり

と満足の関係及び住宅改善の実態と課題を把握するため、

首都圏の戸建住宅に居住する男女を対象に、アンケート

調査を実施した。(表 1) 
表１ アンケート調査概要 
調査方法 インターネット調査会社に登録しているモニターを

対象にアンケート調査を実施した 

調査期間 2015年 03月 26日（木） ～ 28日（土） 

調査対象 次の条件を満たす 30代から 60代の男女 

・首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県） 

・戸建住宅に居住 

回収数 526人 

※サンプルは、国勢調査を参考に、戸建住宅居住者

における年代別・所有関係別の分布が首都圏の実態

に即するように抽出した。性別も男女が同数になる

よう抽出した。 

調査項目 ○住宅の各要素に対するこだわり度と満足度 

○住まいの寒さの感じ方、改善意向 
 

表２ 回答者及び居住する住宅の属性 

 

 
注：割合は合計 526 に対する比率 

３.調査結果 
住宅の各要素(30 項目)を列挙し、各項目について、「こ

だわり」と「満足」をそれぞれ 4 点法により評価を得た。

30 項目を内容に応じて、A～F の 6 カテゴリに分類した。

（表３） 
①こだわり度 

 「こだわる」+「ややこだわる」の合計の割合を「こ

だわり度」とした。最もこだわり度が高いのは「10.浴室

シャワー湯量」で 80.0 となっている。次いで「5.キッチ

ンの収納が充分」（76.4）、「24.リビングの生活音」（74.3）、
となっている。 
②満足度 

「「21.洗面台の湯量」で 85.2％、次いで「10.浴室シャ

ワー湯量」（84.8）、「20.洗面所の電源」（82.0）である。 
③こだわりと満足の「ギャップ」 

「満足度」と「こだわり度」の差を「ギャップ」とし

た。ギャップが正値に大きければ、「こだわりに比して満

足度が高い」すなわち住まいの要素としては良好である 
表３ 住宅の各要素（30 項目）の評価 
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ことを示し、ギャップが負値に大きければ、「こだわりに

比して満足度が低い」すなわち改善が必要な状況である

ことを示す。 
「ギャップ」の正値が最も大きいのは、「25.リビングの

室内に、自分好みの絵や写真を飾る」で 31.2 ポイント、

次いで「17.洗面台下の収納、扉の取手／つまみが自分好

み」(30.0 ポイント)となっている。 
「ギャップ」の負値が最も大きいのは、「28.真冬でも、

浴室で寒さを感じにくいこと」の-21.7 ポイント、次いで

「28.真冬でも、洗面所で寒さを感じにくいこと」（-20.6
ポイント）となっている。 
④カテゴリ別のこだわり度と満足度 

 6 つのカテゴリ毎に「こだわり度」と「満足度」を整

理した。(図 1） 
 このうち、「A：好みの色や質感」「B：好みの機能」

では「満足度」が「こだわり度」を 10 ポイント以上上回

っている。すなわち、「こだわりに比して満足度が高い」

要素であり、住まいの要素としては良好であることを示

している。一方で、6 カテゴリのうち、「Ｆ：真冬の寒さ」

については、「満足度」が「こだわり度」を約 20 ポイン

ト下回っている。すなわち、「こだわりに比して満足度が

低い」要素であり、住まいの要素としては改善が必要な

状況であることが示されている。 

⑤築年別の整理 

 6 カテゴリ毎に、住宅の築年別にこだわり度と満足度

を整理した。（図 2～6） 
どのカテゴリも総じて、築年が古くなるにつれ、こだ

わり度も満足度も低下傾向となっているが、こだわり度

に比して満足度の低下が著しいことが読み取れる。 
特に、「Ｆ：真冬の寒さ」では、築年が古くなるにつれ

て満足度の低下及びギャップの拡大が著しく、比較的築

年が新しい築 10-19 年の満足度が大きく低下していること

が注目される。 
また、「Ｅ：設備」は、築浅の時点では評価は高いが、

築年が古くなるにつれて評価が低くなっている。 
４.まとめ 

戸建住宅居住者の住宅における各要素に対する評価は、

前報と同様に築年が古くなると総じて低くなることが把

握された。特に「真冬の寒さ」に関する評価は、比較的

築年が新しい築 10-19 年時点から低下が著しく、H17 年ま

でに建てられた住宅と H18 年以降の住宅では寒さに対す

る居住者の評価が大きく異なっていることがうかがえる。 
今後は、満足していない人の割合及びそれらの人の満

足していない度合いの分析を加え、既存住宅における性

能向上のための改修促進方策について検討していきたい。 
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図１ ６系列のこだわり度と満足度 

（全体） 

図２ ６系列のこだわり度と満足度 

 (築 10年未満) 

図３ ６系列のこだわり度と満足度  

(築 10-19年) 

 
図４ ６系列のこだわり度と満足度 

 (築 20-29年) 

図５ ６系列のこだわり度と満足度 

 (築 30-39年) 

図６ ６系列のこだわり度と満足度 

 (築 40年以上) 
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